
ご
出
身
は
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
リ
ダ

州
フ
ォ
ー
ト
ホ
ワ
イ
ト
。
人
口
６
１

８
人
と
い
う
小
さ
な
町
で
、
年
中
温

暖
な
の
で
泉
で
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
に
乗
っ

て
よ
く
遊
ん
だ
と
い
う
。

日
本
の
歴
史
に
関
心

中
２
か
ら
高
校
ま
で
は
ホ
ー
ム
ス

ク
ー
ル
で
学
び
、
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で
歴
史

を
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
カ
レ
ッ
ジ

パ
ー
ク
校
で
日
本
史
を
専
攻
し
た
。

そ
の
間
、
関
西
学
院
大
学
に
４
ヶ
月

留
学
し
、
尼
崎
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
た
。
全
く
英
語
を
話
さ
な
い
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
っ
た
の
で
、
必

死
に
日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
っ
た
と
い
う
。
関
西
弁
は
辞

書
に
な
い
の
で
苦
労
し
た
よ
う
だ
。

こ
れ
を
機
に
「
話
す
」
こ
と
に
重

点
を
置
き
、
専
攻
を
歴
史
か
ら
外
国

人
へ
の
英
語
指
導
（E

S
L
)

に
変
更
し

て
ラ
ト
ガ
ー
ズ
大
学
院
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
）
で
修
士
の
学
位
を
取
得
し

た
。
そ
の
後
、
教
授
の
勧
め
も
あ
り
、

日
本
で
英
語
指
導
助
手
と
し
て
働
く

こ
と
に
な
っ
た
。
札
幌
市
教
育
委
員

会
で
５
年
間
働
い
た
が
、
そ
の
間
、

コ
ロ
ナ
で
様
々
な
制
限
が
あ
り
、
苦

労
も
あ
っ
た
。

秀
吉
と
諭
吉
に
注
目

日
本
の
歴
史
上
の
人
物
で
関
心
が

あ
る
の
は
豊
臣
秀
吉
と
福
沢
諭
吉
だ
。

秀
吉
は
農
家
の
息
子
が
日
本
の
頂
点

に
立
つ
と
い
う
当
時
の
常
識
を
覆
す

よ
う
な
人
物
で
あ
る
の
が
面
白
い
。

諭
吉
は
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の

激
動
の
時
代
に
蘭
学
を
学
び
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
『
学

問
の
す
す
め
』
を
口
語
の
文
章
で
発

表
す
る
な
ど
、
国
民
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
と
見
て
い
る
。

趣
味
は
料
理
と
小
説
を
書
く

こ
と
。
得
意
料
理
は
カ
レ
ー
う

ど
ん
と
春
巻
。
小
説
は
コ
ロ
ナ

の
行
動
制
限
の
頃
か
ら
書
き
始

め
、
S
F
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作

品
だ
。
ど
ん
な
作
品
か
尋
ね
る

と
「
木
星
の
海
賊
。
武
器
は
現

在
の
も
の
で
す
が
、
戦
う
の
は

空
が
舞
台
で
す
」
。

週
末
は
家
に
い
る
か
、
外
出

す
る
と
き
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食

事
を
楽
し
ん
で
い
る
。
好
物
は

お
好
み
焼
き
な
の
で
風
月
が
お

気
に
入
り
。
他
に
イ
ン
ド
料
理

（
カ
レ
ー
）
、
韓
国
料
理
、
中
華
料

理
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
。

英
語
は
道
具
、
実
用
的
に

双
葉
の
生
徒
は
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。
「
英
語

は
様
々
な
分
野
で
実
用
的
に
使
え
る
。

サ
イ
エ
ン
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ビ
ジ
ネ

ス
、
音
楽
な
ど
多
様
な
場
面
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
日
常
の

実
践
的
な
使
い
方
、
た
と
え
ば
、
お

店
で
違
う
注
文
が
出
た
と
き
の
対
応

の
仕
方
、
約
束
の
仕
方
、
キ
ャ
ン
セ

ル
の
仕
方
な
ど
簡
潔
に
教
え
た
い
」

と
意
欲
的
だ
。
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大
好
き
な
ゴ
ジ
ラ
と
共
に

実
践
的
な
英
語
を
サ
ポ
ー
ト

マ
ッ
ケ
ン
テ
ィ
ー
先
生

８
月
か
ら
本
校
の
A
L
T
と
し
て
、
英
語
の
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
バ
ー
ナ
ー
ド
・
マ
ッ
ケ
ン
テ
ィ
ー
先
生
を
ご
紹
介
す
る
。
英
語

で
話
し
か
け
て
も
流
暢
な
日
本
語
で
返
し
て
く
る
日
本
通
だ
。

大
学
時
代
に
一
般
市
民
に
「
日
本
の
歴
史
」

を
明
治
時
代
を
中
心
に
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。

岩
城
さ
ん
が
書

い
た
作
品
は
古
典

臨
書
の
「
枯
樹
賦
」

で
「
で
き
る
限
り

作
者
の
書
き
方
を

真
似
し
、
な
お
か

つ
自
分
の
個
性
を

出
せ
る
よ
う
、
は

ね
、
は
ら
い
、
線

の
つ
な
が
り
に
気

を
つ
け
た
」
。
高

校
か
ら
書
道
を
始
め
た
。

書
道
歴
９
年
の
扇
谷
さ
ん

は
王
羲
之
の
行
書
を
書
い
た
。

文
字
の
大
き
さ
、
余
白
、
か

す
れ
や
は
ね
、
文
字
の
つ
な

ぎ
方
に
気
を
つ
け
た
。
自
分

の
表
現
が
で
き
る
作
品
だ
。

高文連
書 道

特
選
２
名
、
優
良
賞
２
名

４
名
が
全
道
大
会
へ

小
樽
桜
陽
高
校
で
行
わ
れ
た
支
部
の
高
文
連
書
道
研
究
大
会
で
、
２-

２

扇
谷
姫
來
さ
ん
、
２-

１
岩
城
江
莉
子
さ
ん
が
特
選
に
、
２-

２
新
見
わ
か

な
さ
ん
、
２-

４
渡
辺
彩
乃
さ
ん
が
優
良
賞
に
選
ば
れ
、
苫
小
牧
で
開
催
さ

れ
る
全
道
大
会
に
出
場
す
る
。

扇谷姫來 岩城江莉子

新見わかな 渡辺彩乃


